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巻
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厩
之
後
坂
中
門
。

厩
前
。

式
姦
脇
。

辰
巳
門
績
東
の
方
。

坂
口
一
外
門
内
方
向
。

小
幡
主
計
屋
敷
商
。

御
書
院
向
方
土
誠
脇
門
。

愈
上
門
内
方
役
人
往
来
中
程
。

入
隅
門
之
高
御
寄
院
先
。

御
居
間
先
御
庭
長
屋
。

御
居
間
先
御
庭
長
屋
よ
り
水
道
脇
門
迄
之
関
に
有

之
。新

坂
栂
門
横
役
人
往
来
入
口
。

百
問
調
向
之
方
。

蓮

池

門

り
。
按
宇
る
に
、
皆
竹
樺
殿
閣
遁
鵬
首
の
後
.
新
た
に
名
付
け
ら
れ
し

名
目
に
し
て
、
竹
湯
殿
存
在
の
時
の
盛
大
た
る
事
、
此
の
門
競
た
ど

に
て
も
知
ら
れ
け
り
。
故
に
A
7
震
に
記
載
し
て
、
竹
津
殿
の
古
蹟
に

備
ふ
。
鶴
の
御
庭
と
あ
る
は
、
大
木
の
松
を
金
網
の
内
へ
固
ひ
込
み
、

丹
頂
の
鶴
を
入
れ
置
か
れ
.
綿
羊
小
屋
は
‘
綿
羊
を
飼
ひ
置
か
れ
け

る
小
屋
友
り
と
い
へ
り
。

O
巽

奮

舘

此
の
館
は
.
今
一
去
ふ
博
物
館
の
建
物
た
り
。
竹
滞
殿
に
養
老
し
給
ふ

中
将
狩
庚
卿
の
小
君
は
、
臆
司
前
関
白
左
大
臣
政
灘
公
の
息
女
に
て
‘

文
化
二
年
十
二
月
入
輿
以
来
、
江
戸
本
郷
の
舘
に
居
給
ひ
、
文
政
七

年
野
腐
卿
逝
去
し
給
ふ
に
依
っ
て
落
飾
し
.
民
龍
院
殿
と
稀
し
け

り
。
然
る
に
天
保
九
年
八
月
金
津
に
来
給
う

τ、
城
中
二
，
丸
に
居
給

ひ
し
が
、
文
久
三
年
正
二
位
前
中
納
言
部
門
泰
卿
の
小
君
も
、
亦
金
樺

へ
来
り
給
ふ
に
付
き
.
民
能
院
殿
の
居
室
を
竹
滞
殿
の
慶
跡
民
法
轡

せ
ら
れ
.
城
中
よ
り
の
方
角
を
以
て
、
臨
時
殿
と
稀
し
、
同
年
八
月
十

四
日
移
徒
あ
り
て
袋
に
居
給
ひ
・
明
治
二
年
十
一
月
巽
依
佐
川
と
改

稿
せ
ら
れ
、
翌
三
年
六
月
八
日
逝
去
し
給
へ
り
。
夫
れ
よ
り
室
館
と

成
る
。
放
に
同
年
の
多
、
英
働
事
の
皐
校
と
た
し
、
東
校
と
呼
ぺ
り
。

金
揮
古
蹟
志
巷
九

長

坂

門

堀

協

門

臭
之
口
門

蓮
池
御
物
見
前
二
枚
開

以
上
三
十
五
ケ
所

右
は
.
竹
滞
殿
間
続
き
の
路
門
及
び
境
内
緒
口
の
門
共
の
名
稀
た

御
亭
口
門

長

谷

門

筈

脇

門

川
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潟
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上
門

橋
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門

竹
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御
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門

乙
・
烏
門

雁

鳴

門

唐

門

随

身

門

二
八

蓮
池
門
之
内
積
。

坂
下
門
蓮
池
往
来
入
口
。

庚
坂
高
物
置
後
よ
り
蓮
池
御
庭
へ
出
口
。

蹟
坂
高
。

鶴
之
御
庭
筒
際
。

四
園
部
屋
方
後
御
庭
よ
り
長
部
屋
横
へ
出
口
。

磐
松
屋
敷
向
。

御
馬
見
所
横
後
。

綿
羊
小
屋
と
土
磁
之
問
。

部
屋
方
後
土
塀
と
綿
羊
小
屋
之
問
。

御
銀
守
横
時
錨
所
之
方
。

御
銀
守
天
満
宮
之
門
。

堀
脇
門
向
。

• 

後
に
東
校
の
稽
競
を
慶
し
、
育
英
小
事
校
と
す
。
共
の
後
諸
事
校
鑓

換
の
際
梯
ひ
下
げ
と
成
り
.
博
物
舘
と
す
。

貿
能
院
殿
、
金
津
へ
来
り
給
ふ
時
、
み
づ
か
ら
も
の
し
給
へ
る
道
記

に
去
ふ
。
年
頃
越
路
に
湯
あ
み
せ
ん
事
を
訟
も
へ
ど
、
治
ほ
や
け
の

御
錠
と
や
ら
.
ん
も
あ
れ
ば
、
と
み
に
も
ゆ
る
さ
れ
ま
じ
と
答
し
く
月

日
を
還
り
侍
る
に
、
宰
相
の
卿
も
み
づ
か
ら
の
心
を
汲
み
て
、
何
く

れ
と
治
ほ
や
け
に
ね
ぎ
申
さ
せ
給
ひ
け
る
に
、
天
保
九
つ
の
と
し
摘

生
の
末
っ
か
た
、
漸
く
に
暫
し
の
御
暇
を
給
ひ
ぬ
と
の
仰
事
く
だ
り

侍
り
ぬ
。
い
と
も
か
し
と
〈
長
り
て
‘
婚
し
さ
い
ふ
ば
か
り
も
あ
ら

か
ど
、
流
石
に
年
月
馴
れ
し
束
の
室
立
ち
離
れ
行
か
ん
も
心
ぽ
そ

く
、
か
つ
ろ
は
緒
子
の
君
の
し
た
し
み
深
く
、
い
た
う
し
た
ひ
給
ひ

ぬ
る
民
、
今
夏
別
れ
侍
ら
ん
も
ほ
い
た
く
.
又
む
ま
ご
建
の
生
末
も

見
ま
隠
し
き
も
の
か
ら
、
と
や
か
く
や
と
思
へ
ど
‘
梓
の
弓
の
う
ら
な

く
も
、
年
月
絡
め
し
ね
ぎ
事
た
れ
ば
‘
心
強
く
も
引
き
は
返
さ
じ
と
.

維
商
い
ひ
は
友
ち
た
ど
し
つ
る
に
、
い
つ
し
か
稼
過
ぎ
夏
も
た
け
‘

秋
来
る
風
の
そ
よ
吹
く
よ
り
、
と
た
た
か
な
た
行
き
む
か
ひ
名
残
を

思
ふ
に
、
い
と
は
や
葉
月
四
日
と
い
ふ
に
成
り
ぬ
。
け
ふ
ぞ
東
の
別

れ
と
ゐ
し
ま
れ
て
、
と
み
に
立
出
づ
ぺ
〈
も
あ
ら
宇
休
ら
ひ
あ
へ
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